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○

皇
室
典
範
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
号
）

第
一
条

皇
位
は
、
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
が
、
こ
れ
を
継
承
す
る
。

第
二
条

皇
位
は
、
左
の
順
序
に
よ
り
、
皇
族
に
、
こ
れ
を
伝
え
る
。

一

皇
長
子

二

皇
長
孫

三

そ
の
他
の
皇
長
子
の
子
孫

四

皇
次
子
及
び
そ
の
子
孫

五

そ
の
他
の
皇
子
孫

六

皇
兄
弟
及
び
そ
の
子
孫

七

皇
伯
叔
父
及
び
そ
の
子
孫

②

前
項
各
号
の
皇
族
が
な
い
と
き
は
、
皇
位
は
、
そ
れ
以
上
で
、
最
近
親
の
系
統
の
皇
族
に
、
こ
れ
を
伝
え
る
。

③

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
長
系
を
先
に
し
、
同
等
内
で
は
、
長
を
先
に
す
る
。

第
三
条

皇
嗣
に
、
精
神
若
し
く
は
身
体
の
不
治
の
重
患
が
あ
り
、
又
は
重
大
な
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
前
条
に
定
め
る
順
序
に
従
つ
て

、
皇
位
継
承
の
順
序
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
皇
嗣
が
、
直
ち
に
即
位
す
る
。

第
五
条

皇
后
、
太
皇
太
后
、
皇
太
后
、
親
王
、
親
王
妃
、
内
親
王
、
王
、
王
妃
及
び
女
王
を
皇
族
と
す
る
。

第
六
条

嫡
出
の
皇
子
及
び
嫡
男
系
嫡
出
の
皇
孫
は
、
男
を
親
王
、
女
を
内
親
王
と
し
、
三
世
以
下
の
嫡
男
系
嫡
出
の
子
孫
は
、
男
を
王
、
女
を
女
王
と
す
る
。

第
七
条

王
が
皇
位
を
継
承
し
た
と
き
は
、
そ
の
兄
弟
姉
妹
た
る
王
及
び
女
王
は
、
特
に
こ
れ
を
親
王
及
び
内
親
王
と
す
る
。
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第
八
条

皇
嗣
た
る
皇
子
を
皇
太
子
と
い
う
。
皇
太
子
の
な
い
と
き
は
、
皇
嗣
た
る
皇
孫
を
皇
太
孫
と
い
う
。

第
九
条

天
皇
及
び
皇
族
は
、
養
子
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
条

立
后
及
び
皇
族
男
子
の
婚
姻
は
、
皇
室
会
議
の
議
を
経
る
こ
と
を
要
す
る
。

第
十
一
条

年
齢
十
五
年
以
上
の
内
親
王
、
王
及
び
女
王
は
、
そ
の
意
思
に
基
き
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
。

②

親
王
（
皇
太
子
及
び
皇
太
孫
を
除
く
。
）
、
内
親
王
、
王
及
び
女
王
は
、
前
項
の
場
合
の
外
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議

に
よ
り
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
。

第
十
二
条

皇
族
女
子
は
、
天
皇
及
び
皇
族
以
外
の
者
と
婚
姻
し
た
と
き
は
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
。

第
十
三
条

皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
親
王
又
は
王
の
妃
並
び
に
直
系
卑
属
及
び
そ
の
妃
は
、
他
の
皇
族
と
婚
姻
し
た
女
子
及
び
そ
の
直
系
卑
属
を
除
き
、
同
時
に
皇

族
の
身
分
を
離
れ
る
。
但
し
、
直
系
卑
属
及
び
そ
の
妃
に
つ
い
て
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
四
条

皇
族
以
外
の
女
子
で
親
王
妃
又
は
王
妃
と
な
つ
た
者
が
、
そ
の
夫
を
失
つ
た
と
き
は
、
そ
の
意
思
に
よ
り
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

前
項
の
者
が
、
そ
の
夫
を
失
つ
た
と
き
は
、
同
項
に
よ
る
場
合
の
外
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
皇
族
の
身
分

を
離
れ
る
。

③

第
一
項
の
者
は
、
離
婚
し
た
と
き
は
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
。

④

第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
前
条
の
他
の
皇
族
と
婚
姻
し
た
女
子
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

第
十
五
条

皇
族
以
外
の
者
及
び
そ
の
子
孫
は
、
女
子
が
皇
后
と
な
る
場
合
及
び
皇
族
男
子
と
婚
姻
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
皇
族
と
な
る
こ
と
が
な
い
。

第
十
六
条

天
皇
が
成
年
に
達
し
な
い
と
き
は
、
摂
政
を
置
く
。

②

天
皇
が
、
精
神
若
し
く
は
身
体
の
重
患
又
は
重
大
な
事
故
に
よ
り
、
国
事
に
関
す
る
行
為
を
み
ず
か
ら
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ

り
、
摂
政
を
置
く
。
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第
十
七
条

摂
政
は
、
左
の
順
序
に
よ
り
、
成
年
に
達
し
た
皇
族
が
、
こ
れ
に
就
任
す
る
。

一

皇
太
子
又
は
皇
太
孫

二

親
王
及
び
王

三

皇
后

四

皇
太
后

五

太
皇
太
后

六

内
親
王
及
び
女
王

②

前
項
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
は
、
皇
位
継
承
の
順
序
に
従
い
、
同
項
第
六
号
の
場
合
に
お
い
て
は
、
皇
位
継
承
の
順
序
に
準
ず
る
。

第
十
八
条

摂
政
又
は
摂
政
と
な
る
順
位
に
あ
た
る
者
に
、
精
神
若
し
く
は
身
体
の
重
患
が
あ
り
、
又
は
重
大
な
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、

前
条
に
定
め
る
順
序
に
従
つ
て
、
摂
政
又
は
摂
政
と
な
る
順
序
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条

摂
政
と
な
る
順
位
に
あ
た
る
者
が
、
成
年
に
達
し
な
い
た
め
、
又
は
前
条
の
故
障
が
あ
る
た
め
に
、
他
の
皇
族
が
、
摂
政
と
な
つ
た
と
き
は
、
先
順
位

に
あ
た
つ
て
い
た
皇
族
が
、
成
年
に
達
し
、
又
は
故
障
が
な
く
な
つ
た
と
き
で
も
、
皇
太
子
又
は
皇
太
孫
に
対
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
摂
政
の
任
を
譲
る
こ
と

が
な
い
。

第
二
十
条

第
十
六
条
第
二
項
の
故
障
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
摂
政
を
廃
す
る
。

第
二
十
一
条

摂
政
は
、
そ
の
在
任
中
、
訴
追
さ
れ
な
い
。
但
し
、
こ
れ
が
た
め
、
訴
追
の
権
利
は
、
害
さ
れ
な
い
。

第
二
十
二
条

天
皇
、
皇
太
子
及
び
皇
太
孫
の
成
年
は
、
十
八
年
と
す
る
。

第
二
十
三
条

天
皇
、
皇
后
、
太
皇
太
后
及
び
皇
太
后
の
敬
称
は
、
陛
下
と
す
る
。

②

前
項
の
皇
族
以
外
の
皇
族
の
敬
称
は
、
殿
下
と
す
る
。
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第
二
十
四
条

皇
位
の
継
承
が
あ
つ
た
と
き
は
、
即
位
の
礼
を
行
う
。

第
二
十
五
条

天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
大
喪
の
礼
を
行
う
。

第
二
十
六
条

天
皇
及
び
皇
族
の
身
分
に
関
す
る
事
項
は
、
こ
れ
を
皇
統
譜
に
登
録
す
る
。

第
二
十
七
条

天
皇
、
皇
后
、
太
皇
太
后
及
び
皇
太
后
を
葬
る
所
を
陵
、
そ
の
他
の
皇
族
を
葬
る
所
を
墓
と
し
、
陵
及
び
墓
に
関
す
る
事
項
は
、
こ
れ
を
陵
籍
及
び

墓
籍
に
登
録
す
る
。

第
二
十
八
条

皇
室
会
議
は
、
議
員
十
人
で
こ
れ
を
組
織
す
る
。

②

議
員
は
、
皇
族
二
人
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
長
及
び
副
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
宮
内
庁
の
長
並
び
に
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
及
び
そ
の
他
の
裁

判
官
一
人
を
以
て
、
こ
れ
に
充
て
る
。

③

議
員
と
な
る
皇
族
及
び
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
以
外
の
裁
判
官
は
、
各
々
成
年
に
達
し
た
皇
族
又
は
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
以
外
の
裁
判
官
の

互
選
に
よ
る
。

第
二
十
九
条

内
閣
総
理
大
臣
た
る
議
員
は
、
皇
室
会
議
の
議
長
と
な
る
。

第
三
十
条

皇
室
会
議
に
、
予
備
議
員
十
人
を
置
く
。

②

皇
族
及
び
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
た
る
議
員
の
予
備
議
員
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

③

衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
長
及
び
副
議
長
た
る
議
員
の
予
備
議
員
は
、
各
々
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
員
の
互
選
に
よ
る
。

④

前
二
項
の
予
備
議
員
の
員
数
は
、
各
々
そ
の
議
員
の
員
数
と
同
数
と
し
、
そ
の
職
務
を
行
う
順
序
は
、
互
選
の
際
、
こ
れ
を
定
め
る
。

⑤

内
閣
総
理
大
臣
た
る
議
員
の
予
備
議
員
は
、
内
閣
法
の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
内
閣
総
理
大
臣
の
職
務
を
行
う
者
と
し
て
指
定
さ
れ
た
国
務
大
臣
を
以
て
、
こ
れ

に
充
て
る
。

⑥

宮
内
庁
の
長
た
る
議
員
の
予
備
議
員
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
定
す
る
宮
内
庁
の
官
吏
を
以
て
、
こ
れ
に
充
て
る
。

⑦

議
員
に
事
故
の
あ
る
と
き
、
又
は
議
員
が
欠
け
た
と
き
は
、
そ
の
予
備
議
員
が
、
そ
の
職
務
を
行
う
。
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第
三
十
一
条

第
二
十
八
条
及
び
前
条
に
お
い
て
、
衆
議
院
の
議
長
、
副
議
長
又
は
議
員
と
あ
る
の
は
、
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
と
き
は
、
後
任
者
の
定
ま
る
ま
で

は
、
各
々
解
散
の
際
衆
議
院
の
議
長
、
副
議
長
又
は
議
員
で
あ
つ
た
者
と
す
る
。

第
三
十
二
条

皇
族
及
び
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
以
外
の
裁
判
官
た
る
議
員
及
び
予
備
議
員
の
任
期
は
、
四
年
と
す
る
。

第
三
十
三
条

皇
室
会
議
は
、
議
長
が
、
こ
れ
を
招
集
す
る
。

②

皇
室
会
議
は
、
第
三
条
、
第
十
六
条
第
二
項
、
第
十
八
条
及
び
第
二
十
条
の
場
合
に
は
、
四
人
以
上
の
議
員
の
要
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
招
集
す
る
こ
と

を
要
す
る
。

第
三
十
四
条

皇
室
会
議
は
、
六
人
以
上
の
議
員
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、
議
事
を
開
き
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
三
十
五
条

皇
室
会
議
の
議
事
は
、
第
三
条
、
第
十
六
条
第
二
項
、
第
十
八
条
及
び
第
二
十
条
の
場
合
に
は
、
出
席
し
た
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
こ
れ

を
決
し
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
過
半
数
で
こ
れ
を
決
す
る
。

②

前
項
後
段
の
場
合
に
お
い
て
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
三
十
六
条

議
員
は
、
自
分
の
利
害
に
特
別
の
関
係
の
あ
る
議
事
に
は
、
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
三
十
七
条

皇
室
会
議
は
、
こ
の
法
律
及
び
他
の
法
律
に
基
く
権
限
の
み
を
行
う
。

附

則

①

こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

②

現
在
の
皇
族
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
皇
族
と
し
、
第
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
嫡
男
系
嫡
出
の
者
と
す
る
。

③

現
在
の
陵
及
び
墓
は
、
こ
れ
を
第
二
十
七
条
の
陵
及
び
墓
と
す
る
。
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○

皇
室
経
済
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
号
）
（
抄
）

第
二
条

左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
度
ご
と
に
国
会
の
議
決
を
経
な
く
て
も
、
皇
室
に
財
産
を
譲
り
渡
し
、
又
は
皇
室
が
財
産
を
譲
り

受
け
、
若
し
く
は
賜
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

相
当
の
対
価
に
よ
る
売
買
等
通
常
の
私
的
経
済
行
為
に
係
る
場
合

二

外
国
交
際
の
た
め
の
儀
礼
上
の
贈
答
に
係
る
場
合

三

公
共
の
た
め
に
な
す
遺
贈
又
は
遺
産
の
賜
与
に
係
る
場
合

四

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
外
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
内
に
、
皇
室
が
な
す
賜
与
又
は
譲
受
に
係
る
財
産
の
価
額
が
、

別
に
法
律
で
定
め
る
一
定
価
額
に
達
す
る
に
至
る
ま
で
の
場
合

第
三
条

予
算
に
計
上
す
る
皇
室
の
費
用
は
、
こ
れ
を
内
廷
費
、
宮
廷
費
及
び
皇
族
費
と
す
る
。

第
四
条

内
廷
費
は
、
天
皇
並
び
に
皇
后
、
太
皇
太
后
、
皇
太
后
、
皇
太
子
、
皇
太
子
妃
、
皇
太
孫
、
皇
太
孫
妃
及
び
内
廷
に
あ
る
そ
の
他
の
皇
族
の
日
常
の
費
用

そ
の
他
内
廷
諸
費
に
充
て
る
も
の
と
し
、
別
に
法
律
で
定
め
る
定
額
を
、
毎
年
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。

②

内
廷
費
と
し
て
支
出
さ
れ
た
も
の
は
、
御
手
元
金
と
な
る
も
の
と
し
、
宮
内
庁
の
経
理
に
属
す
る
公
金
と
し
な
い
。

③
・
④

（
略
）

第
六
条

皇
族
費
は
、
皇
族
と
し
て
の
品
位
保
持
の
資
に
充
て
る
た
め
に
、
年
額
に
よ
り
毎
年
支
出
す
る
も
の
及
び
皇
族
が
初
め
て
独
立
の
生
計
を
営
む
際
に
一
時

金
額
に
よ
り
支
出
す
る
も
の
並
び
に
皇
族
で
あ
つ
た
者
と
し
て
の
品
位
保
持
の
資
に
充
て
る
た
め
に
、
皇
族
が
皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
身
分
を

離
れ
る
際
に
一
時
金
額
に
よ
り
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。
そ
の
年
額
又
は
一
時
金
額
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
定
額
に
基
い
て
、
こ
れ
を
算
出
す
る
。

②

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
皇
族
が
初
め
て
独
立
の
生
計
を
営
む
こ
と
の
認
定
は
、
皇
室
経
済
会
議
の
議
を
経
る
こ
と
を
要
す
る
。

③

年
額
に
よ
る
皇
族
費
は
、
左
の
各
号
並
び
に
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
す
る
額
と
し
、
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
皇
族
以
外
の
各
皇
族
に
対

し
、
毎
年
こ
れ
を
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

独
立
の
生
計
を
営
む
親
王
に
対
し
て
は
、
定
額
相
当
額
の
金
額
と
す
る
。

二

前
号
の
親
王
の
妃
に
対
し
て
は
、
定
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
の
金
額
と
す
る
。
但
し
、
そ
の
夫
を
失
つ
て
独
立
の
生
計
を
営
む
親
王
妃
に
対
し
て
は

、
定
額
相
当
額
の
金
額
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
独
立
の
生
計
を
営
む
こ
と
の
認
定
は
、
皇
室
経
済
会
議
の
議
を
経
る
こ
と
を
要
す
る
。
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三

独
立
の
生
計
を
営
む
内
親
王
に
対
し
て
は
、
定
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
の
金
額
と
す
る
。

四

独
立
の
生
計
を
営
ま
な
い
親
王
、
そ
の
妃
及
び
内
親
王
に
対
し
て
は
、
定
額
の
十
分
の
一
に
相
当
す
る
額
の
金
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
成
年
に
達
し
た
者
に

対
し
て
は
、
定
額
の
十
分
の
三
に
相
当
す
る
額
の
金
額
と
す
る
。

五

（
略
）

④

摂
政
た
る
皇
族
に
対
し
て
は
、
そ
の
在
任
中
は
、
定
額
の
三
倍
に
相
当
す
る
額
の
金
額
と
す
る
。

⑤
～
⑦

（
略
）

⑧

第
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
皇
族
費
と
し
て
支
出
さ
れ
た
も
の
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

⑨

（
略
）

第
七
条

皇
位
と
と
も
に
伝
わ
る
べ
き
由
緒
あ
る
物
は
、
皇
位
と
と
も
に
、
皇
嗣
が
、
こ
れ
を
受
け
る
。

○

皇
室
経
済
法
施
行
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
三
号
）
（
抄
）

第
二
条

法
第
二
条
第
四
号
の
一
定
価
額
は
、
左
の
各
号
に
よ
る
。

一

天
皇
及
び
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
皇
族
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
を
通
じ
て
、
賜
与
の
価
額
は
千
八
百
万
円
、
譲
受
の
価
額
は
六
百
万
円
と
す
る
。

二

前
号
以
外
の
皇
族
に
つ
い
て
は
、
賜
与
及
び
譲
受
の
価
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
百
六
十
万
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
成
年
に
達
し
な
い
皇
族
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
三
十
五
万
円
と
す
る
。

第
七
条

法
第
四
条
第
一
項
の
定
額
は
、
三
億
二
千
四
百
万
円
と
す
る
。

第
八
条

法
第
六
条
第
一
項
の
定
額
は
、
三
千
五
十
万
円
と
す
る
。

第
十
条

法
第
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
皇
族
費
は
、
年
度
の
途
中
に
お
い
て
、
こ
れ
を
支
出
す
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
、
又
は
こ
れ
を
支
出
す
る
こ
と
を
や
め

る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
事
由
が
生
じ
た
月
を
含
め
て
、
年
額
の
月
割
計
算
に
よ
り
算
出
し
た
金
額
を
支
出
す
る
。

②

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
一
の
月
に
支
出
す
る
こ
と
を
や
め
る
事
由
と
同
時
に
新
た
に
支
出
す
る
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
月
の
月
割
額
は
、
そ
の
多

額
の
も
の
に
よ
る
。
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○

国
事
行
為
の
臨
時
代
行
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
八
十
三
号
）
（
抄
）

（
委
任
に
よ
る
臨
時
代
行
）

第
二
条

天
皇
は
、
精
神
若
し
く
は
身
体
の
疾
患
又
は
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
摂
政
を
置
く
べ
き
場
合
を
除
き
、
内
閣
の
助
言
と
承
認
に
よ
り
、
国
事
に
関
す
る
行

為
を
皇
室
典
範
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
摂
政
と
な
る
順
位
に
あ
た
る
皇
族
に
委
任
し
て
臨
時
に
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
皇
族
が
成
年
に
達
し
な
い
と
き
、
又
は
そ
の
皇
族
に
精
神
若
し
く
は
身
体
の
疾
患
若
し
く
は
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
天
皇
は

、
内
閣
の
助
言
と
承
認
に
よ
り
、
皇
室
典
範
第
十
七
条
に
定
め
る
順
序
に
従
つ
て
、
成
年
に
達
し
、
か
つ
、
故
障
が
な
い
他
の
皇
族
に
同
項
の
委
任
を
す
る
も
の

と
す
る
。

○

宮
内
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
号
）
（
抄
）

第
二
条

宮
内
庁
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

六

側
近
に
関
す
る
こ
と
。

七

皇
族
に
関
す
る
こ
と
。

八
～
二
十

（
略
）

第
三
条

宮
内
庁
に
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
長
官
官
房
並
び
に
侍
従
職
、
東
宮
職
及
び
式
部
職
（
以
下
「
侍
従
職
等
」
と
い
う
。
）
を
置
く
ほ
か
、

政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
な
部
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

３

長
官
官
房
、
侍
従
職
等
及
び
部
に
は
、
課
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
室
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
設
置
及
び
所
掌
事
務
の
範
囲
は
、
政
令
で
定

め
る
。
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第
四
条

侍
従
職
に
お
い
て
は
、
左
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

御
璽
国
璽
を
保
管
す
る
こ
と
。

二

側
近
に
関
す
る
こ
と
。

三

内
廷
に
あ
る
皇
族
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
条

東
宮
職
に
お
い
て
は
、
皇
太
子
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
十
条

侍
従
職
に
、
侍
従
長
及
び
侍
従
次
長
一
人
を
置
く
。

２

侍
従
長
の
任
免
は
、
天
皇
が
認
証
す
る
。

３

侍
従
長
は
、
側
近
に
奉
仕
し
、
命
を
受
け
、
侍
従
職
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

４

侍
従
次
長
は
、
命
を
受
け
、
侍
従
長
を
助
け
、
侍
従
職
の
事
務
を
整
理
す
る
。

第
十
二
条

東
宮
職
に
、
東
宮
大
夫
を
置
く
。

２

東
宮
大
夫
は
、
命
を
受
け
、
東
宮
職
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

第
十
五
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

長
官
官
房
、
侍
従
職
等
又
は
部
に
は
、
そ
の
所
掌
事
務
の
一
部
を
総
括
整
理
す
る
職
又
は
課
（
課
に
準
ず
る
室
を
含
む
。
）
の
所
掌
に
属
し
な
い
事
務
の
能
率

的
な
遂
行
の
た
め
こ
れ
を
所
掌
す
る
職
で
課
長
に
準
ず
る
も
の
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
設
置
、
職
務
及
び
定
数
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。
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○

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
（
抄
）

（
任
務
）

第
三
条

内
閣
府
は
、
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
内
閣
の
事
務
を
助
け
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
府
は
、
皇
室
、
栄
典
及
び
公
式
制
度
に
関
す
る
事
務
そ
の
他
の
国
と
し
て
行
う
べ
き
事
務
の
適
切
な
遂
行
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
の
促
進
、
市
民
活
動
の
促
進
、
沖
縄
の
振
興
及
び
開
発
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
の
促
進
、
災
害
か
ら
の
国
民
の
保
護
、
事
業
者
間
の
公
正
か
つ

自
由
な
競
争
の
促
進
、
国
の
治
安
の
確
保
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
等
の
適
正
な
取
扱
い
の
確
保
、
金
融
の
適
切
な
機
能
の

確
保
、
消
費
者
が
安
心
し
て
安
全
で
豊
か
な
消
費
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
推
進
、
政
府
の
施
策
の
実
施
を
支
援
す
る
た
め
の

基
盤
の
整
備
並
び
に
経
済
そ
の
他
の
広
範
な
分
野
に
関
係
す
る
施
策
に
関
す
る
政
府
全
体
の
見
地
か
ら
の
関
係
行
政
機
関
の
連
携
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
内

閣
総
理
大
臣
が
政
府
全
体
の
見
地
か
ら
管
理
す
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
行
政
事
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

３

（
略
）

（
所
掌
事
務
）

第
四
条

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
府
は
、
前
条
第
二
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
五
十
六

（
略
）

五
十
七

宮
内
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
事
務

五
十
八
～
六
十
二

（
略
）

○

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
（
抄
）

（
一
般
職
及
び
特
別
職
）

第
二
条

国
家
公
務
員
の
職
は
、
こ
れ
を
一
般
職
と
特
別
職
と
に
分
つ
。

②

（
略
）
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③

特
別
職
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
の
職
と
す
る
。

一
～
九

（
略
）

十

宮
内
庁
長
官
、
侍
従
長
、
東
宮
大
夫
、
式
部
官
長
及
び
侍
従
次
長
並
び
に
法
律
又
は
人
事
院
規
則
で
指
定
す
る
宮
内
庁
の
そ
の
他
の
職
員

十
一
～
十
七

（
略
）

④
～
⑦

（
略
）

○

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
（
抄
）

（
目
的
及
び
適
用
範
囲
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
次
に
掲
げ
る
国
家
公
務
員
（
以
下
「
特
別
職
の
職
員
」
と
い
う
。
）
の
受
け
る
給
与
及
び
公
務
又
は
通
勤
に
よ
る
災
害
補
償
に
つ
い
て
定

め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
～
四
十
一

（
略
）

四
十
二

宮
内
庁
長
官
、
侍
従
長
、
東
宮
大
夫
及
び
式
部
官
長

四
十
三
～
七
十
二

（
略
）

七
十
三

国
家
公
務
員
法
第
二
条
第
三
項
第
十
号
に
掲
げ
る
宮
内
庁
の
職
員
の
う
ち
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

七
十
四
・
七
十
五

（
略
）

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）

官
職
名

俸
給
月
額

（
略
）

（
略
）

検
査
官
（
会
計
検
査
院
長
を
除
く
。
）

一
、
一
九
九
、
〇
〇
〇
円

人
事
官
（
人
事
院
総
裁
を
除
く
。
）

内
閣
危
機
管
理
監
及
び
内
閣
情
報
通
信
政
策
監

国
家
安
全
保
障
局
長

大
臣
政
務
官
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個
人
情
報
保
護
委
員
会
委
員
長

公
害
等
調
整
委
員
会
委
員
長

運
輸
安
全
委
員
会
委
員
長

侍
従
長

内
閣
官
房
副
長
官
補
、
内
閣
広
報
官
及
び
内
閣
情
報
官

一
、
一
七
五
、
〇
〇
〇
円

常
勤
の
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官

常
勤
の
大
臣
補
佐
官

国
家
公
務
員
倫
理
審
査
会
の
常
勤
の
委
員

公
正
取
引
委
員
会
委
員

国
家
公
安
委
員
会
委
員

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員

式
部
官
長

個
人
情
報
保
護
委
員
会
の
常
勤
の
委
員

一
、
〇
三
五
、
〇
〇
〇
円

公
害
等
調
整
委
員
会
の
常
勤
の
委
員

中
央
労
働
委
員
会
の
常
勤
の
公
益
を
代
表
す
る
委
員

運
輸
安
全
委
員
会
の
常
勤
の
委
員

総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
の
常
勤
の
議
員

原
子
力
委
員
会
委
員
長

再
就
職
等
監
視
委
員
会
委
員
長

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
委
員
長

公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
会
長

中
央
更
生
保
護
審
査
会
委
員
長

社
会
保
険
審
査
会
委
員
長

東
宮
大
夫

（
略
）

（
略
）
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○

行
政
機
関
の
職
員
の
定
員
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
三
号
）
（
抄
）

（
定
員
の
総
数
の
最
高
限
度
）

第
一
条

内
閣
の
機
関
（
内
閣
官
房
及
び
内
閣
法
制
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
内
閣
府
及
び
各
省
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
恒
常
的
に
置
く
必
要
が
あ

る
職
に
充
て
る
べ
き
常
勤
の
職
員
の
定
員
の
総
数
の
最
高
限
度
は
、
三
十
三
万
千
九
百
八
十
四
人
と
す
る
。

２

次
に
掲
げ
る
職
員
は
、
前
項
の
職
員
に
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

二

宮
内
庁
長
官
、
侍
従
長
、
東
宮
大
夫
、
式
部
官
長
及
び
侍
従
次
長

三
・
四

（
略
）

○

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
（
抄
）

第
二
編

罪

第
三
十
四
章

名
誉
に
対
す
る
罪

（
名
誉
毀
損
）

第
二
百
三
十
条

公
然
と
事
実
を
摘
示
し
、
人
の
名
誉
を
毀
損
し
た
者
は
、
そ
の
事
実
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
又
は
五
十
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２

死
者
の
名
誉
を
毀
損
し
た
者
は
、
虚
偽
の
事
実
を
摘
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
罰
し
な
い
。

（
侮
辱
）

第
二
百
三
十
一
条

事
実
を
摘
示
し
な
く
て
も
、
公
然
と
人
を
侮
辱
し
た
者
は
、
拘
留
又
は
科
料
に
処
す
る
。

（
親
告
罪
）

第
二
百
三
十
二
条

こ
の
章
の
罪
は
、
告
訴
が
な
け
れ
ば
公
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

告
訴
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
天
皇
、
皇
后
、
太
皇
太
后
、
皇
太
后
又
は
皇
嗣
で
あ
る
と
き
は
内
閣
総
理
大
臣
が
、
外
国
の
君
主
又
は
大
統
領
で
あ
る
と
き

は
そ
の
国
の
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
代
わ
っ
て
告
訴
を
行
う
。
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○

検
察
審
査
会
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
（
抄
）

第
六
条

次
に
掲
げ
る
者
は
、
検
察
審
査
員
の
職
務
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

天
皇
、
皇
后
、
太
皇
太
后
、
皇
太
后
及
び
皇
嗣

二
～
十
三

（
略
）

○

国
会
議
事
堂
、
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
そ
の
他
の
国
の
重
要
な
施
設
等
、
外
国
公
館
等
及
び
原
子
力
事
業
所
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型
無
人
機
等
の
飛

行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
九
号
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
対
象
施
設
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
を
い
う
。

一

国
の
重
要
な
施
設
等
と
し
て
次
に
掲
げ
る
施
設

イ
～
ニ

（
略
）

ホ

皇
居
及
び
御
所
で
あ
っ
て
東
京
都
港
区
元
赤
坂
二
丁
目
に
所
在
す
る
も
の

ヘ

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２
～
５

（
略
）

○

相
続
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
抄
）

（
相
続
税
の
非
課
税
財
産
）

第
十
二
条

次
に
掲
げ
る
財
産
の
価
額
は
、
相
続
税
の
課
税
価
格
に
算
入
し
な
い
。

一

皇
室
経
済
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
号
）
第
七
条
（
皇
位
に
伴
う
由
緒
あ
る
物
）
の
規
定
に
よ
り
皇
位
と
と
も
に
皇
嗣
が
受
け
た
物

二
～
六

（
略
）

２

（
略
）
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（
相
続
開
始
前
三
年
以
内
に
贈
与
が
あ
つ
た
場
合
の
相
続
税
額
）

第
十
九
条

相
続
又
は
遺
贈
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
者
が
当
該
相
続
の
開
始
前
三
年
以
内
に
当
該
相
続
に
係
る
被
相
続
人
か
ら
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
こ

と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
（
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
二
十
一
条
の
三
及

び
第
二
十
一
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
当
該
取
得
の
日
の
属
す
る
年
分
の
贈
与
税
の
課
税
価
格
計
算
の
基
礎
に
算
入
さ
れ
る
も
の
（
特
定
贈
与
財
産
を
除
く
。
）
に

限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
価
額
を
相
続
税
の
課
税
価
格
に
加
算
し
た
価
額
を
相
続
税
の
課
税
価
格
と
み
な
し
、
第
十

五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
て
算
出
し
た
金
額
（
当
該
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
の
取
得
に
つ
き
課
せ
ら
れ
た
贈
与
税
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
金
額

か
ら
当
該
財
産
に
係
る
贈
与
税
の
税
額
（
第
二
十
一
条
の
八
の
規
定
に
よ
る
控
除
前
の
税
額
と
し
、
延
滞
税
、
利
子
税
、
過
少
申
告
加
算
税
、
無
申
告
加
算
税
及

び
重
加
算
税
に
相
当
す
る
税
額
を
除
く
。
）
と
し
て
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
を
も
つ
て
、
そ
の
納
付
す
べ
き
相
続
税

額
と
す
る
。

２

（
略
）

（
贈
与
税
の
課
税
）

第
二
十
一
条

贈
与
税
は
、
こ
の
節
及
び
次
節
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
贈
与
に
よ
り
財
産
を
取
得
し
た
者
に
係
る
贈
与
税
額
と
し
て
計
算
し
た
金
額
に
よ
り
、

課
す
る
。

○

行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
（
抄
）

（
国
の
機
関
等
に
対
す
る
処
分
等
の
適
用
除
外
）

第
四
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

次
に
掲
げ
る
命
令
等
を
定
め
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
第
六
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

（
略
）

二

皇
室
典
範
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
号
）
第
二
十
六
条
の
皇
統
譜
に
つ
い
て
定
め
る
命
令
等

三
～
七

（
略
）
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第
六
章

意
見
公
募
手
続
等

（
意
見
公
募
手
続
）

第
三
十
九
条

命
令
等
制
定
機
関
は
、
命
令
等
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
命
令
等
の
案
（
命
令
等
で
定
め
よ
う
と
す
る
内
容
を
示
す
も
の
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
資
料
を
あ
ら
か
じ
め
公
示
し
、
意
見
（
情
報
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
提
出
先
及
び
意
見
の
提
出
の
た
め
の
期
間
（
以
下

「
意
見
提
出
期
間
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
広
く
一
般
の
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

４

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

公
益
上
、
緊
急
に
命
令
等
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
手
続
（
以
下
「
意
見
公
募
手
続
」
と
い
う
。
）
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
き
。

二
～
八

（
略
）

○

元
号
法
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
三
号
）
（
抄
）

１

元
号
は
、
政
令
で
定
め
る
。

２

元
号
は
、
皇
位
の
継
承
が
あ
つ
た
場
合
に
限
り
改
め
る
。

○

国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
（
抄
）

第
二
条

「
国
民
の
祝
日
」
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

元

日

一

月

一

日

年
の
は
じ
め
を
祝
う
。

成

人

の

日

一
月
の
第
二
月
曜
日

お
と
な
に
な
つ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
み
ず
か
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
は
げ
ま
す
。

建
国
記
念
の
日

政
令
で
定
め
る
日

建
国
を
し
の
び
、
国
を
愛
す
る
心
を
養
う
。

春

分

の

日

春

分

日

自
然
を
た
た
え
、
生
物
を
い
つ
く
し
む
。
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昭

和

の

日

四

月

二

十

九

日

激
動
の
日
々
を
経
て
、
復
興
を
遂
げ
た
昭
和
の
時
代
を
顧
み
、
国
の
将
来
に
思
い
を
い
た
す
。

憲

法

記

念

日

五

月

三

日

日
本
国
憲
法
の
施
行
を
記
念
し
、
国
の
成
長
を
期
す
る
。

み

ど

り

の

日

五

月

四

日

自
然
に
親
し
む
と
と
も
に
そ
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
。

こ

ど

も

の

日

五

月

五

日

こ
ど
も
の
人
格
を
重
ん
じ
、
こ
ど
も
の
幸
福
を
は
か
る
と
と
も
に
、
母
に
感
謝
す
る
。

海

の

日

七
月
の
第
三
月
曜
日

海
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
海
洋
国
日
本
の
繁
栄
を
願
う
。

山

の

日

八

月

十

一

日

山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
。

敬

老

の

日

九
月
の
第
三
月
曜
日

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
。

秋

分

の

日

秋

分

日

祖
先
を
う
や
ま
い
、
な
く
な
つ
た
人
々
を
し
の
ぶ
。

体

育

の

日

十
月
の
第
二
月
曜
日

ス
ポ
ー
ツ
に
し
た
し
み
、
健
康
な
心
身
を
つ
ち
か
う
。

文

化

の

日

十

一

月

三

日

自
由
と
平
和
を
愛
し
、
文
化
を
す
す
め
る
。

勤
労
感
謝
の
日

十
一
月
二
十
三
日

勤
労
を
た
つ
と
び
、
生
産
を
祝
い
、
国
民
た
が
い
に
感
謝
し
あ
う
。

天

皇

誕

生

日

十
二
月
二
十
三
日

天
皇
の
誕
生
日
を
祝
う
。

○

関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
（
抄
）

（
無
条
件
免
税
）

第
十
四
条

次
に
掲
げ
る
貨
物
で
輸
入
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
関
税
を
免
除
す
る
。

一

天
皇
及
び
内
廷
に
あ
る
皇
族
の
用
に
供
さ
れ
る
物
品

二
～
十
八

（
略
）

○

警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
（
抄
）

（
皇
宮
警
察
本
部
）

第
二
十
九
条

警
察
庁
に
、
皇
宮
警
察
本
部
を
附
置
す
る
。
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２

皇
宮
警
察
本
部
は
、
天
皇
及
び
皇
后
、
皇
太
子
そ
の
他
の
皇
族
の
護
衛
、
皇
居
及
び
御
所
の
警
備
そ
の
他
の
皇
宮
警
察
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３
～
５

（
略
）

（
皇
宮
護
衛
官
の
階
級
、
職
務
等
）

第
六
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

３

皇
宮
護
衛
官
は
、
天
皇
及
び
皇
后
、
皇
太
子
そ
の
他
の
皇
族
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
に
対
す
る
罪
、
皇
室
用
財
産
に
対
す
る
罪
又
は
皇
居
、
御
所
そ
の

他
皇
室
用
財
産
で
あ
る
施
設
若
し
く
は
天
皇
及
び
皇
后
、
皇
太
子
そ
の
他
の
皇
族
の
宿
泊
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
施
設
に
お
け
る
犯
罪
に
つ
い
て
、
国
家
公
安
委

員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
に
よ
る
司
法
警
察
職
員
と
し
て
の
職
務
を
行
う
。

４
～
６

（
略
）


